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　富士川中砂利協同組合（石森公夫理事長）では
富士川の砂利採取を行い、組合員に分配する「特
定砂利採取事業（特採事業）」を行っている。砂利
を採取しサイズ別の砂利や砂として商品化する際

に洗浄を行うが、こ
の洗浄過程で発生
する砂利洗浄土（砂
利洗浄汚泥）は国の
汚水処理法では産
業廃棄物とされてい
るため、砂利洗浄土
の処理のコストと作
業時間は、組合員に
とって利益を圧迫す
る大きな要因となっ
ていた。

　今回、組合では増資等による資金調達を行い、砂
利洗浄土処理のための設備として「自走式土質改
良機」を購入し、それを組合員に貸し出し、処理した
砂利洗浄土を甲府河川国道事務所に再利用しても
らう新しい事業にチャレンジすることとなり、その準
備を進めている。
自走式土質改良機で処理された砂利洗浄土は、甲
府河川国道事務所が山梨県に「廃棄物の処理及
び清掃に関する法律施行規則」により再生利用の
指定を受け、富士川の堤防等の築く際の盛り土材
として使用してもらう予定となっている。
　組合では、準備の一環として11月11日に組合員
企業の社員や関係者を集め、機械メーカーの担当
者から機械の使い方の説明を受けた後、や実際に
砂利洗浄土を自走式土質改良機で添加剤の生石
灰の混合率を変えながら処理を体験した。組合員

企業の担当
社員も、機
械の操作方
法や強度の
測定方法等
熱心に聞き
ながら質問
を行っていた。また、処理された洗浄土を重機で踏
み固め、甲府河川国道事務所の職員を交え盛り土
材としての強度を検証するとともに、サンプル品の
採取も行った。
　組合では、「まだ準備段階だが、甲府河川国道事
務所等の関係機関の協力や新たな設備投資も行
いたい。また、コスト削減による経営の合理化の効
果についても組合員からの期待も大きいため、是非
とも事業化に繋げていきたい。」と話していた。
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協同組合山梨異業種交流青中倶楽部

　協同組合山梨異業種交流青中倶楽部（大沢正聖
理事長　組合員60社）は10月26日ジットセレモニー
において、樋口雄一甲府市長を講師に、「地元の行
政について学び未来を考えよう」をテーマの研修会
を開催した。

　今回は約３０名の
組合員が出席し、市
長の考える未来の甲
府（山梨県）像を知る
ことにより、時代の流
れをとらえ柔軟な企
業経営を展開する方
向について役立つ研
修会となった。講演
の後には活発な質疑

応答が交わされ、組合員の県都甲府の将来に対す
る関心の高さがうかがえた。
　組合は異業種の組合員であることから、共通の利
害で組合の活動目標を設定することが難しい。一
方、業種や事業が異なった組合員同士が多面的に
情報交換することで、新たな組合員間連携によるビ
ジネスチャンスが生まれてくることを期待している。そ
のため、情報提供委員会・福利厚生委員会・教育研
修委員会の３つの委員会がそれぞれ企画・実施し、
時宜をとらえた様 な々テーマで教育研修事業を実施
し、多様な組合員のニーズに幅広く応えていくことと
している。
　最近の研修会では、来年１月より始まるマイナン
バーをテーマに、制度の概要や具体的に何の準備が
必要であるかを明確にすることで、会員が自社での

対策を円滑に行えるものとなつた。また「町の酒屋か
ら日本一そして業務拡大へ」をテーマにした講演で
は、商品に付加価値をつけることで事業存続の危機
を乗り切る事例から、事業転換のポイントや会社経
営改善につながる講演となった。
　組合では、今後も定例的に研修を開催し、組合員
企業の経営向上と組合員の更なる拡大・募集を目指
していく。　

富士川中流砂利協同組合

山梨県アパレル工業組合

　平成16年から外国人技能実習共同受入事業を
行ってきた山梨県アパレル工業組合（辻洋一理事
長）では、本年度、初めてベトナムからの技能実習
生を受け入れた。
　ベトナムからの第1期生となる今回は、ベトナム・
ハノイ市からの技能実習生5名が来日、組合員企業
2社が受け入れた。

　11月5日
の開講式に
引き続き、
11月12日に
行われた講
習では、中央
会の中込雅
専務理事が
講師となり、

山梨県の概要、地場産業、中央会、中小企業、ベト
ナムと日本の文化の違い等について、技能実習生
と質疑応答・対話などを交えながら、終始和やかな
雰囲気で行われた。また、技能実習生はトイレの洗
浄便座なども知り、早速日本の生活様式の違いにも
驚いていた。
　技能実習生は、これからスタートする日本での生
活に対して、「早く日本に慣れて縫製技術を学び頑
張りたい」と抱負を語った。
　近年、ベトナム人技能実習生のニーズが高まって
きており、毎年、日本に来る人数が増えている。
　同組合の理事で山梨県外国人実習生受入組合
連絡協議会の川手正紀会長は、「今までは中国人技
能実習生を受け入れてきたが、経済情勢や意識の変
化等で中国からの受け入れが難しくなってきた。ベト
ナム人技能実習生は、現地でしっかりと事前研修を

受けてきており、ある程度日本語も話せるので、今後
ベトナムからの受入が増えてくるのではないか。」と
語った。
　中央会では、今後増えていくことが予想されるベ
トナム人技能実習生の受け入れについて対応して
いくために、ベトナム大使館との交流会、ベトナム送
出し機関との意見交換会等を開催し、ベトナム人技
能実習生の受け入れが適正に円滑に行えるような
支援を行っていく。　
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講師の樋口甲府市長

研修の様子

処理された洗浄土の強度を測定する組合員

機械の操作方法を熱心に聴く
組合員

講師の中込専務と実習生


